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また、将来年金を受給できる権利を手放してしまうことにもつながります。��������	
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　○　全額（14,100円）免除の場合

　　　全額免除の期間は、全額納付したときに比べ、将来受け取る年金額が���として計算されます。

　○　一部を納付、残りの保険料は免除の場合

　　　それぞれの納付額と年金額の計算は次のとおりです。（定額保険料　14,100円）
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　ただし、年金の受給前であれば、10年前までさかのぼって保険料を納めること（追納）ができま

す。追納すると年金額は通常に戻ります。
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　　　　　　前年所得が以下の金額の範囲内であると免除が認められます。

　　　　　　　「4人世帯」、「２人世帯」は、夫か妻のどちらかのみに所得がある場合です。
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　　国民年金手帳、印鑑

※原則として毎年申請が必要ですが、継続申請を希望すると、翌年からは本人の申請手続きが不要となり

ます。免除該当期間は翌年６月30日までとなります。

一　部　免　除
全額免除世　帯　構　成

１／４免除半額免除３／４免除

３３５万円２８２万円２３０万円１６２万円４人世帯
（ご夫婦、お子さん２人）

２４７万円１９５万円１４２万円９２万円２人世帯
（ご夫婦のみ）

１８９万円１４１万円９３万円５７万円単身世帯

住民生活課 �������� �73-1415問い合わせ先


